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失
わ
れ
た
20
年
と
言
わ
れ
る
長
期
デ
フ
レ
で
、
日
本
は
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
以
上
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
失
っ
た
。
少

子
高
齢
化
が
日
本
の
先
細
り
を
予
見
さ
せ
る
中
で
大
切
な
の
は

「
日
本
人
を
と
り
も
ど
す
」こ
と
。『
国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く
』

（
大
石
久
和
著
、
産
経
出
版
社
）
は
、
世
界
と
日
本
の
違
い
を
理

解
す
る
こ
と
か
ら
日
本
人
を
再
考
し
よ
う
と
説
く
。
日
本
人
の
特

質
を
育
ん
だ
国
土
を
知
る
こ
と
を
出
発
点
に
し
た
大
胆
な
仮
説
と

丁
寧
な
検
証
。
新
た
な
日
本
人
論
は
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
に

読
者
を
誘
う
。

　

本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見

れ
ば
極
東
に
位
置
す
る
島
国
「
日

本
」
の
国
土
が
、
長
い
時
間
を
か

け
て
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
ん
だ
、

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
大
き
な
物

語
で
あ
る
。

　

序
章
で
、
国
土
の
自
然
条
件
と

そ
こ
で
の
経
験
が
民
族
の
個
性
を

規
定
す
る
と
定
義
。「
積
み
重
な

る
歴
史
」「
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

大
切
に
す
る
文
化
」「
紛
争
死
史

観
」
を
持
つ
「
人
為
の
国
」
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
人
）
に
対
し
、「
流
れ

る
歴
史
」「
変
わ
る
こ
と
を
尊
ぶ

文
化
」「
災
害
死
史
観
」
を
持
つ

「
天
為
の
国
」が
日
本（
人
）と
し
、

日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
「
日
本
人
を
と
り
も
ど
す
」
こ

と
か
ら
再
出
発
し
よ
う
と
語
り
始

め
る
。

　

第
一
章
は
、「
地
震
」「
津
波
」「
火

山
活
動
」「
風
水
害
」
そ
し
て
「
飢

餓
」
を
加
え
た
わ
が
国
の
自
然
災

害
史
を
掘
り
下
げ
る
。
大
規
模
な

自
然
災
害
が
、
日
本
人
の
も
の
の

考
え
方
や
感
覚
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
て

き
た
と
解
説
。「
御
成
敗
式
目
は

な
ぜ
１
２
３
２
年
に
制
定
さ
れ
た

の
か
？
」「
法
然
、
親
鸞
、
一
遍
、

栄
西
、
道
元
、
日
蓮
な
ど
、
鎌
倉

新
仏
教
の
巨
星
た
ち
が
な
ぜ
こ
の

時
代
に
生
ま
れ
た
の
か
？
」「
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
子
孫
の
み

が
、
な
ぜ
御
三
卿
と
い
う
将
軍
家

を
継
承
で
き
る
特
別
の
権
利
を
認

め
ら
れ
た
の
か
？
」「
幕
末
・
明

治
維
新
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た

の
か
？
」。
取
り
扱
わ
れ
る
歴
史

テ
ー
マ
は
興
味
深
い
。

　
　

第
二
章
は
、
日
本
の
国
土
の

自
然
条
件
の
特
異
性
（
日
本
の
国

土
は
他
国
と
ど
う
違
う
か
）
を
解

き
明
か
す
。

　

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
と
は
、

①
複
雑
で
長
い
海
岸
線
と
細
長
い

弓
状
列
島
②
四
島
に
分
か
れ
た
国

土
の
主
要
部
分
③
脊
梁
山
脈
の
縦

断
④
不
安
定
な
地
質
⑤
狭
く
て
少

な
い
平
野
⑥
軟
弱
地
盤
上
の
都
市

⑦
大
地
震
の
可
能
性
⑧
集
中
豪
雨

⑨
強
風
の
常
襲
地
帯
⑩
広
大
な
積

雪
寒
冷
地
域
…
…
と
い
う
10
ほ
ど

も
の
厳
し
い
自
然
条
件
と
そ
の
重

複
で
あ
っ
た
。

　

先
人
た
ち
は
頻
発
す
る
災
害
に

絶
望
し
た
り
、
く
じ
け
る
こ
と
な

く
、
繰
り
返
し
災
害
か
ら
の
復
興

を
果
た
し
、
大
変
な
努
力
で
、
よ

り
安
全
で
よ
り
効
率
的
な
国
土
を

つ
く
り
あ
げ
た
。
日
本
人
の
勤
勉

性
は
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、
と
誇
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
の

ド
ー
バ
ー
海
峡
の
幅
は
約
30
㌔
㍍

し
か
な
く
、
紀
元
前
の
ロ
ー
マ
時

代
で
さ
え
大
軍
が
渡
る
こ
と
が
で

き
た
。
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
を

隔
て
る
対
馬
海
峡
は
幅
約
２
０
０

㌔
㍍
も
あ
る
。
大
昔
か
ら
こ
れ
を

越
え
る
人
の
往
来
が
あ
り
文
化
の

交
流
は
あ
っ
た
が
、
大
軍
が
越
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

大
陸
と
の
微
妙
な
距
離
感
が
、
わ

が
国
の
歴
史
や
日
本
人
の
成
り
立

ち
を
規
定
し
た
と
解
説
。

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

の
主
著
『
文
明
の
衝
突
』
に
お
い

て
、
イ
ギ
リ
ス
が
西
欧
文
明
に
含

ま
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
文
明
は

中
華
文
明
に
含
ま
れ
な
い
独
立
し

た
文
明
で
、
北
方
・
西
方
・
南
方

の
各
種
文
明
が
集
合
し
、
新
た
な

文
明
を
育
て
た
「
る
つ
ぼ
」
で
あ

る
と
も
解
く
。こ
れ
が
章
末
の「
日

本
の
文
明
は
中
国
文
明
の
一
派
な

ど
で
は
な
い
」
と
の
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
つ
な
が
る
。

　

第
三
章
か
ら
第
五
章
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
公
」
に
対
す
る
、
日

本
の
「
共
」、
中
国
の
「
権
力
」

と
い
う
構
造
を
解
き
明
か
す
。

　
「
日
本
は
い
つ
か
ら
か
『
日
本

に
な
っ
た
』
の
で
は
な
く
初
め
か

ら
日
本
だ
っ
た
。
過
去
に
『
建
国

理
念
』
を
宣
言
し
た
り
、
独
立
宣

言
や
人
権
宣
言
を
持
っ
て
き
た
国

柄
で
は
な
い
。
移
民
し
た
人
々
が

建
国
し
た
ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
イ
ツ
も
フ
ラ
ン
ス
も
、
戦

争
や
革
命
な
ど
を
経
て
、『
現
在

の
国
に
な
っ
た
』
の
だ
が
、
世
界

の
中
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
、
日
本
は

『
現
在
に
つ
な
が
る
国
が
昔
か
ら

あ
っ
た
』
の
で
あ
る
」

　
「
お
わ
り
に
」
の
中
で
日
本
人

論
の
核
心
が
こ
う
語
ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
シ
ナ
リ
オ
展
開
と
数

々
の
新
た
な
発
見
、
中
等
教
育
国

語
科
教
材
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
レ

ベ
ル
の
、
平
易
な
文
体
が
、
一
気

に
読
者
を
誘
い
込
む
。
氏
の
前
著

『
国
土
と
日
本
人
－
災
害
大
国
の

　「ふるさとの訛なつかし停車場の人ごみの
中にそを聴きにゆく 啄木」。かつて駅にいく
一つの愉しみでもあったのが、ブルートレイ
ンや夜行列車を見にいくことでした。大きな
荷物を抱えて列車に乗り込む人の表情は帰省
や観光で故郷に向かう希望や愉しみにあふ
れ、向かう先の地方の「訛」に巡り合うと、
たとえ旅をしていなくとも「旅情」を感じる
ものでした。今や夜行列車は風前の灯火とな
り、そのような場面に立ち会うことも少なく
なっています。
　車による旅では画一的なコンビニを避け、

できるかぎり地元のスーパーに足を運ぶよう
にしています。地域の特徴的な食材がどのよ
うに陳列され、賞味されているのか。調味の
種類や味は多様であり多彩で、特に牛乳や醤
油といった地域色が強い銘柄はどのようなも
のがあるかなど興味は尽きません。そのよう
な味覚への指向だけでなく、もう一つ、店に
集う地元の人々の会話や行き交う言葉の訛を
聞くと、その地域に来たという実感や「旅情」
を一層強く感じることができます。
　道の駅は旅行者をターゲットとすると同時
に、地域の連携の場であることも重視して発
展してきました。地元の人々が憩う道の駅、
地元の人々に活用される道の駅。地方創生の
中で道の駅が地元とより強く結び付き、地域
外との結接点となることで、道の駅からさら
に旅情が感じ取れるようになるでしょう。

シリーズ「国土教育」 『国土が日本人の謎を解く』で学ぶ、日本人のアイデンティティ

ヨーロッパの「公」に対する、日本の「共」

生
き
方
』（
中
公
新
書
）
が
「
国

土
学
」
の
教
科
書
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
書
は
「
日
本
人
論
」
の
教

科
書
と
も
言
え
る
。

　

著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
最
近

の
あ
る
調
査
結
果
に
危
惧
を
抱
い

た
。「
あ
な
た
は
国
際
人
だ
と
思

う
か
」
の
問
い
に
対
し
、「
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
日
本
人
が
欧
米

人
よ
り
ず
っ
と
多
か
っ
た
の
だ
。

日
本
人
は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
日
本

人
の
誇
り
を
失
っ
て
は
な
ら
な

い
。
本
書
は
「
日
本
人
を
原
点
と

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
唯
一
の
世
界

へ
雄
飛
す
る
道
で
あ
る
」と
結
ぶ
。

７

国道愛好家
� 松波成行

「
日
本
人
論
」
の
教
科
書

びわ湖大橋米プラザ
目片清駅長

　名の通り琵琶湖大橋の西岸に位置し、

滋賀県大津市今堅田 3-1-1
国道 477 号　TEL.077-572-0504

展望台からは雄大な湖の景観を満喫できます。館
内には、新鮮な野菜や湖魚の佃煮、近江米と地酒、
近江牛などを取り揃えた直売所、近江の特産品を
味わってもらえるレストラン、滋賀・京都の名産
品を取り揃えている売店があります。

サンエイト美都
洗川洋二店長

　地域の交流拠点、情報発信施設とし

島根県益田市美都町宇津川ロ 586-2
国道 191 号　TEL.0856-52-3644

て昨年7月にリニューアルオープンしました。特
産のゆずは中国地方有数の生産量を誇り、ゆずサ
イダー、ジュース、ぽんず、ゆべしなど様々に活
用しています。美肌の湯として評判の美都温泉が
近く、日帰り入浴の際お立ち寄りください。

しもにた
岩崎智則駅長

　世界文化遺産の荒船風穴など四季

群馬県下仁田町馬山 3766-11
国道 254 号　TEL.0274-82-5858

折々の景観と、名物のこんにゃく、冬の旬菜「下
仁田ねぎ」をお目当てのお客様が多く、神津牧
場ミルクバーのソフトクリームも人気です。町
観光協会が周辺の道路・観光情報を懇切丁寧に
ご案内しております。




